
抗うつ薬は、いろいろな特性があるため、医師の指示にしたがって正しく服用することが大切です。
副作用や気になる症状がある場合は医師に相談してください。
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抗うつ薬を服用する際の注意点

抗うつ薬の種類はいろいろありますが、近年はSSRI、SNRI、NaSSAが多く用いられています。
このお薬による治療においては、「飲み始め」と「飲み終わり」の時期に様々な症状が出やすいのが特徴です。
この期間は特に、自分の体調の変化に注意が必要です。

飲み始めの頃 治療期 飲み終わりの頃（治療終了・中止）

うつ病は、症状がよくなったり悪くなったりを
繰り返しながら徐々に回復していきます。あ
せらず気長に治療することが大切です。

●自分の判断で飲む量を調節したり
　急に飲むのをやめてしまわないよう
　にしてください。
●毎日飲み忘れがない
　ようにしてください。
●お薬は飲み続ける
　ことが大切です。

服用をやめるときは、医師の診断のもと、数
週間～数ヶ月かけてゆっくりとお薬の量を減
らします。
急にやめてしまうと、お薬の作用が突然なく
なり、「中止後症状」といわれる症状があらわ
れる場合があります。

●頭痛やめまい
●手足のビリビリ感
●ムカムカする
●フワフワ感　など

中止後症状 の例

●効果があらわれるまで2～4週間かかる
場合があります。
●飲み始めに、吐き気やめまいなどの副作用
が出る場合もあります。不安感、焦燥感
が一時的に強くなること
もあります。
●抗うつ薬は、少量から始
めて徐々に増やしてい
きます。




